




































































































＊  2009 年度から開講している、この関連
科目の授業の実際については、本稿の
あとに続く、ドイツ語・スペイン語・
中国語・朝鮮語・フランス語の各科目
担当者からの報告を参照いただきたい。
なお、フランス語の石川文也教授（異
文化コミュニケーション学部）には、
特別寄稿『「リベラル・アーツ教育」と
しての「批判的知」の実践：「広さ」と
「深さ」をもつ「メタ文化」教育の試み』
として、副専攻関連科目「フランス語
圏の文化」の授業実践を「全カリ」や
教養教育をめぐる状況のなかに重層的
に位置づけて論じていただいた。
２－４．海外言語文化研修
夏期集中で現地校の語学研修プログ
ラムに参加する。現地校でのレベル分
けに応じて、基礎力補充だったり、よ
り高度な運用能力の向上だったり、目
的とするレベルはいくつかあるが、な
んと言っても、現地での実践を通して
言語を学ぶことと、現地での生活に触
れながら、社会・文化についての知識・
理解を深めることに大きな意義がある。
従来この種の科目を設けていなかった
ドイツ語・フランス語・スペイン語も
含め、2010 年度からは「言語副専攻（言
語B）」の全ての言語での実施となる。
3．おわりに
「言語副専攻（言語 B）」の概要は以
上の通りである。そのねらいは、（1）
４年間の学部在学中、言語Ｂの学習を
継続してレベルアップをはかってもら
う、（2）そのために、必修修了後、基
礎科目とコア科目という形でレベル設
定を明確にする、（3）言語スキル以外
の面でも教養を身につけてもらう、と
いったところであろうか。そして、「副
専攻修了」という認定が、学生の継続
学習への意欲を刺激する要素になって
くれれば、願ったりかなったりである。
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